
芥川賞受賞作『叫び』を読んで                    2026.2.21. 

文藝春秋に掲載された、芥川賞受賞作『叫び』（畠山丑雄（1992‐）著）を読みました。受賞の

喜びの言葉のなかに「取り違え」という小説のテーマのようなものがありました。自分が誰なの

か、誰かのなかに自分を感じるような錯覚、誰かが自分に憑依したかのような感覚などでしょう

か。「取り違え」を犯す人間の愚かさと弱さを笑ってもらいたいと述べておられます。 

この小説の、心理描写のような地の文の部分が、とても固くて、認知力が衰えている私には咀

嚼し難いところがありました。けれども会話文は関西弁で「歌いはるの？」「テレビ映んの かな

わん」「すごいやないか」など、ぐっと親近感をもって迫ってきます。 

 

国宝 桜ヶ丘銅鐸 

（神戸市立博物館蔵） 

 茨木市に住むという主人公に私は共感を持ち得ませんでしたが、

作中のトピックは、万博、銅鐸、福祉、天皇、結婚詐欺、洞穴、茨木

市の地勢と歴史、銅鐸レプリカ作成講座、阿片、戦争、恋愛と、目ま

ぐるしく、すべて大きく受け止められるものばかりです。それが天こ

盛りになっていて、頭がグラグラしましたが、私は銅鐸にまず関心が

向きました。実は、昨年春、神戸市立博物館で初めて銅鐸を見たから

でした。銅鐸は弥生時代の青銅器で、祭儀に用いられたとのことで

す。表面に美しく、細かい文様が描かれています。それらは泥の中か 

ら発見されたそうです。鉄器が誕生し、強力な武器が作られ、力に頼

る豪族が支配する時代に入り、不要になって捨てたのでしょう。 

また、主人公の住む茨木市には、日中戦争に協力するために一人の

貧しい農民が罌粟（けし）畑を作り、阿片製造に関わったとあります。

満州奥地に罌粟栽培・阿片製造する青年団を派遣したとのこと。そし

て勿論阿片は関東軍の資金源でもあったとのこと。かつて友人がす

んでいた茨木市にそんな歴史があったとは知りませんでした。 

主人公は家に立ち寄った女性に迫り、拒否され、さらにレプリカの

銅鐸で頭を叩かれて、怪我をしてしまいます。それなのに気分が変わ 

 

けし 

って一緒に万博見物に出かけ、そこで銅鐸の音を聞きます。また、偶然天皇が行幸とのこと。彼

らが、雑踏の中で、はぐれた時、主人公は巨大なパビリオンの前で、満州の罌粟栽培に送られた

青年に出会います。彼は幻の姿ではあっても、主人公の心は彼と同化してしまうのです。そして、

心で叫びます。「陛下のために喜んで働いた！よう頑張ったな、て言うてもらいたいねん。」その

思いで、列から飛び出して、主人公は天皇行幸を妨害した疑いで逮捕されました。 

 とても理解しにくい内容でしたが、暗示しているのではないかと思うものがあります。聞こえ

てくるもの、それは戦争のなかった弥生時代の祭儀の銅鑼の音、見えているもの、それは象徴と

して遥かに高く残存している天皇制、見えないもの、それはかつての茨木市にあった一面の白い

罌粟畑、それから阿片。現在ではかつての戦争は過去のものとして封印されていますが、その封

印を破って叫びたい気持ちは失ってはいないということでしょうか。 


